様式第１号（第３条関係）

	　任命権者
　　　　　　　　四万十町教育長　　　　　　　　様
	勤務公署
	

	
	所在地
	

	住居
	
	職員番号
	
	氏名
	

	四万十町通勤手当に関する規則第３条の規定に基づき通勤の実情を届け出ます。
（喪失の場合は「通勤経路及び方法等」以下の記載は不要）

	届出の理由（該当するものの□にレ印を付ける。）
□１　新規（□異動等に伴う通勤経路又は方法の変更の場合）
□２　住居の変更
□３　通勤経路又は方法の変更
□４　運賃等の負担額の変更
□５　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□支給要件の喪失（上記のうち該当するものの□にレ印を付ける。）
通勤経路及び方法等
	□　直前の届出の区間と同一の区間がある
(該当する区間に係る順路欄の□にレ印を付ける。)

	
	事実発生年月日
	年　　　月　　　日

	
	届出年月日
	年　　　月　　　日

	
	受理年月日
	年　　　月　　　日

	
	

	順路
	通勤方法の別
	区間
	距離
	所要時間
	乗車券等の種類
	左欄の乗車券等の額
	備考

	１□
	
	住居から（　　　経由）　　　まで
	・　㎞
	分
	
	円
	

	２□
	
	　　から（　　　経由）　　　まで
	・　㎞
	分
	
	円
	

	３□
	
	　　から（　　　経由）　　　まで
	・　㎞
	分
	
	円
	

	４□
	
	　　から（　　　経由）　　　まで
	・　㎞
	分
	
	円
	

	５□
	
	　　から（　　　経由）　　　まで
	・　㎞
	分
	
	円
	

	記入上の注意
１　「通勤方法の別」欄には、通勤の順路に従い、徒歩、自動車、バス、鉄道等の別を記入する。
	総通勤距離
	・　㎞

	
	総所要時間
	分

	２　「乗車券等の種類」欄には、定期券（６か月）、回数券等の別を記入する。
３　「左欄の乗車券等の額」欄には、定期券（６か月）の価額、回数券の額等乗車券に応ずる額を記入する。
４　往路と帰路が異なる場合は、「備考」欄にその旨と理由を記入する。
５　通勤の実情の一部に変更がある場合は、変更内容に関係のない事項の記入を省略することができる。
６　通勤方法がバスの場合は、「備考」欄にバス会社名を記入する。



	　通勤経路の略図（朱線で経路を示す。）

	
	


	



